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　　　　　　　　 L 　緒　　 言

　放射性 ヨ ード
’311

を ブ タ ク サ 花粉 エ キ ス に 結合させ ，

花粉症 患 者血 清 中 の 抗体を検 出 す る 方法は ， Pruzansky

（1962＞
L，

に よ つ て は じめ られ て 以 釆 ， 広 く使わ れて い

る．Yagi ら （1963 ）
2｝
は

ietl
　labeled　 ragweed 　 polien

extract を使っ て ，
　 radioimmunoelectropliorosis を 考案

し ， 患者の γ G ，γ A ，γ M の い ずれ も ragweed と反

応す る 事 を示 して い る．

　更 に ， 石坂 ら（1967）
当）
は pn ⊥ labeit・d　 ragweed 　pellcn

extract を 用 い て radielmmunoelectrophoresis 及 び ，

radioimmunodiffusion を行 い ，　reagin の 関連す るprOtein

と して 未短 の immunoglobulin を 見 出 し．γ E と して

発表 して い る ．

　 こ の よ うに ，

131
］ を ブ タ ク サ 花翰 に 結合 さ せ る 哭 験

は ，数多 く報告 されて い るけ れ ど も、ブ タ ク サ 花 粉 と並

ん で 重要な 室内塵 に P31 を結合 さ せ た 試み は 蓮め て 少な

い

　本 邦 で は ，ブ タ クサ 花 粉 よ りも室内塵に 皮 内反応陽性

の 矚息患者がは るか に 多 い 事 が ，石時 ら （1966）
A）

及び

川 上 （1967 ）
S）

に よ り明 らか に され て い る． こ の 事実を

考える と，
’S’1 標識室内塵に よ る抗体検索は 重要な意義

を持つ
ー
て い る と考 え られ る ．

　Reed （1963）
5｝
は

【3 蹉1 を室内塵に 結合 させ ，
　

tStl
標識室

内塵 と，患者血清及 び 正常人血 清 とを混合 し て ，こ れ に

エ タ ノ ール を 加 えた り，或い は Farrη
の 方法 に ょ り， 飽

和硫安を 加 え て ，γ
一globullnを沈澱 させ ．その 沈降物 の

放射能を 測 定す る こ とに よ り抗体を検索 した ．こ の 方法

に よ り正 常人12例中 ， 6例 に ， 患者32例中 ， 2ア例 に 室内

塵 と反 応 す る抗 体 を検出 し得た と報告 し て い る ，又 ，

KopP
，　Bilbo ＆ Reed （1965）8｝

は ，
　 Sephadex　G 　200で

患者 血 清を 分画 し，そ の 分画 に Farr の 方 法を 適 用 し て

エgM 及 び IgG に ， 室内塵に 繋す る 抗体活性 が ある と

報告 して い る．

　 Reed は
，

1：II

標識室内塵 と患者並清 とを寒天 ゲ ル 内

で 反応さ せ ，洗滌後 ， こ れ ｛こ photograph｛c　 ernulsion で 放

射能を 検出 し よ う とした が 陰 性 で あ つ た と述べ て い る 。

彼 は ，室内塵と抗体との complex が 時聞 と共 に decayして

い く事 を 観察 し て お り，上 記 の 寒天 ゲ ル 内 の 反 応 が 陰性

で あつ た の も ，
こ の decay 現象に よ る為 で あろ うと述 べ

て い る．彼は，radioimrnunGeleclrophoresis ，　 radio ｛mm ．

unodiffusion を行つ て い な い ．お そ ら く，decay 現 象の

た め に ，うま くい か な い で あろ う と考えた か らで は な い

だ ろ うか ．

　 果 し て
B 皇1漂識室 内塵 に よつ て radioimmunodlffusi −

on
，　radioimmunoelectrophoresis は 成功 しな い の で あ ろ

うか ．我 々 は ，動 物実験 に よ つ て ，そ の 基礎的研究を試

み た の で報告す る．

　　　　　　　 H ・ 材料及び方法

　 1） 室冉塵

　a，　鳥居薬 品 よ り提供 を 5け た 室内鏖 エ キ ス の 凍結乾

燥粉末 （HD −P と略 ， 蛋白 13、1％）

　b．同 し く鳥居薬品 よ り提 供 を うけ た 室内塵 エ キ ス 溶

液 （HD ・S と略 ，
55．5mgfml ，蛋白8．4％）

　2）　技室内塵 ウサ ギ 抗体の 作成

　HD ・P　25  を 0．5ml の 生 理食塩水 に 溶 解 し，こ れ に

Freund ’
s　complete 　adjvvant を O．5ml 加え， よ く混合

N 工工
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標識室内塵 に よ る抗 室内塵抗 体 の 検索

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
して water 　in　oil の 状態に し ，ウサ ギ の 足蹠皮 内 に 注射
1
した ．2 週 お きに 3回注射 し，最終 の 免疫注射後，10日

目に 耳静脈 よ り採血 して血清を分離 した．

　 また ，
HD −S　O．5mlも 同様 に 免疫 を お こ な つ た ．　HD −P

，

HD −Sの 2 種 の 抗原 に つ き，各 々 ， 3 匹ずつ を免疫 した．

　 3）　 Double 　diffusion　test

　Ouchterony9 ）
の 方Za？t 従つ た ．　 Difco 社製 恥 cto 　agar

19 を pH 　7 ．5，　 Pt＝ ＝ 0．正47の veronal 　buffered　 saline

100ml に 溶か して使用 した ．沈降線の 形成を 1週間に

わた つ て 観察した ．

　 4）　
1311

標識蜜内塵 の 作成

　Hunter ＆ Greenwood に ょ る IL31標識蛋白f乍成法 の

Yagi 変法
2 ）

を用 い た ．　　　　　　　　

　 HD −Sを0．OIM
，
　 pH　g．Oの borate　buffer で 透析後 ，

蛋白量を．耳olip 法で 測定し，上記 b。rate 　bufferで稀

釈 し 800 γ pr6te取 （BSA に 換算）1mlとし た ，　こ の

O．2ml を
「311

，
1mc と反応 させ た ．　 m

王 を室内塵に標

識後，Sephadex 　G 　25 の 2 × 40c皿 の カラ ム で 9el　 fiit「’

ation を お こ な い
，
　 freeの

1311
を 除去 した ．　 P31 を標

識する際， 日 本放射性同位元素協会 の Na 　 ItSlを ch1 −

oramin −T で 酸化 して 用 い た ．
』
1311

標識室内塵を 以下且 D ＊ と略 す る ．

　5）　Radioimmunoelectrophoresis

　Yagi2 ）

ら の 方法 に 従つ た ．以下 に 略記する．

　 　 対照血 清　　　　1

［ ：］ ll釁瀦。。 ，
　 　 　 ち

　 　 1亢室内尾羹手亢血清 （ウサギ）

・
　　 1
　　　 電 気泳 動 5mA 、1時 間

圭　　　　　　　　 一一li，31標 識室 内 R
　 　 　 　 　 　 　 　 　 十抗 ウサギ血清 ウマ血1清

　　　　↓　 　 〔又 は 励 サギF・b礙 ・ 臨 1青＞

　 　 　 14−15畴 湿 箱 に 放 置

　　　　 量
　 　 　 　　 リコレロ　　　　 　
　 　 一 　　沈降線出 現　　　　 e

　　l　 寺
　　 E　pH　7．2　PBS で冫先｝條

　　　　　十
　 　 　 蒸 瑠 水 て洗 滌 後乾 燥

　　　　　十
　　　 X嫁 7！rルム1：でradieαutography

　　　　　†
　 　 　 　 1見　 像

　 　 寒 天 スライドグラスを染色

6） HD −S及 び HD ＊
の Sephadex 　G 　200　gel　filtration・

Sephadex β 200 を pH 　8 ．0，0．15　M 　 borate　 buffer

saline （0．15MNaCl 　 solution ，0．15　M 　borate　 buffet

を14 ： 1 に 混合 した もの ）に 懸濁 し ，
Pharmacia 製 カ ラ

ム に 2．5x38c皿 に な る よ うに 詰 め た ．こ の カ ラ ム に HD ・

S2 　ml 及 び HD ＊ O．2ml （蛋白量約 8 γ ）の 混合物を

流 し ，
fraction　 collector で 5　ml ずつ 試験管に 集め た ，

各試料 の radioactivity を Well　tvpe 　 scincillation 　 co −

unter で 測定した ．さ らに 280m μ に お け る 吸光度 を

Beckman ．DU 分光光度計 で測定した ．

　7）　抗 ウサ ギ 血清ウマ 血清

　東京大学医科学研究所試験製造室よ りい た だい た ．

　8） 抗 ウサ ギ Fab モ ル モ
ッ ト血清

　 ウサ ギ血 清よ り DEAE 　 ce 工lulase　 column 　 chromato ．

graphy で IgGを分離 した ．　 Perteri°冫 の 方法 に よ り， こ

の 1gG を papain 消化 し，　 Olins ＆ Edelman 訌n
の 方

法 に ょ り，
DEAE 　 cellulose 　 column 　 chromatography

で Fab を分離した ．こ の ウサ ギ Fab を Freund ’
s　 compl −

ete 　adjuvant と共 に モ ル モ
ッ ト足蹶 に注射 し て 抗 ウサ ギ

Fab 抗休を作 つ た ． こ の 時便用 した papain は Sigma

社製水銀 papaln で あ る．

　9） IS ：1 標識卵白ア ル ブ ミ ン の 作成

　 13！1 標識室内塵 の 作成 と同様 に行つ た ．卵白ア ル ブ ミ

ソ は ， NBC 社 の 5 回再結晶の もの を用 い た．

　　　　　　　　　III． 結　果

　1） 抗室内塵 抗体 と室内塵 とに よ る double　diffusi・ n

test

　室 内塵末 （HD −P） で 免疫した ウ サ ギ の 血 清は HD −P

に 対 し，寒天 ゲ ル 内沈降反応 で 何 らの 沈降線 も生 じな か

つ た ．

写 真 1　 抗 室 内塵 ウ サ ギ 血 清 に よ る 寒 天 ゲ ル 内沈降

　　　　反 応

　　　　中心 孔 に は HD −S（室 内 塵エキ ス 溶 液 ）を い

　 　 　 　 れ て あ る．
　　　　 1　 抗 室 内塵 ウ サ ギ 血 清　 No．1
　　　　 2　　　　 同 　　　　　　 No ．2
　　　　 3　　　　 同　　　　　　 No ．3

　

　

　

　

ヨ

○

○

。

◎
9

3

　

　

2
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写 真 2　室 内塵 エ キ ス 溶液 （HD −S） と抗 HD −S ウ

　　　　 サ ギ 血 清 に よ る 寒 天 r ル 内沈降反 応．
1　 抗 HD −S　No ．1　 q 対 照 （正 常 ウ サ ギ 血 清）N．　o．　 1
2 同 　 No ．2C2 　 同 　 　 No．2
3　同　　　　No．3　C3　　　 同　　　　　　　No．3
No．1

，
2

，
3 共 に HD −S に 反 応 し て い る が 対 照

　血 清 は 反 応 し て い な い ．

ロ

　

　

鶏

艶
℃

♂

C

　

　

3

　写 真 3　抗 室内 塵 ウ サ ギ 血 漕 に よ る 寒天 ゲ ル 内沈降

　 　 　 　 　 反 応

HD −s　室内 塵 エ キ ス 溶 液　蛋 ft量 50mg ！ml

HD −P
』
室 内 塵乾燥末　　　50mg！ml

中 心 孔 　抗 室 内塵 ウ サ ギ 血 清 No ．1

HD −P に 対 し ウ サ ギ に 抗 ilHD −P を 作 り得 な か つ た が，
HD ・P は 抗 HD −S に 対 し反 応 し，　 HD −S と共 通 の 2 種

の 抗 原性 を 有 し て い る。

HD−sσ

HD −PO

◎・ 晒

図 1 ．Sephadex　G 　200　gel　 filtration．， 3 × 38c皿，

　　　 pH8．0，
0．15M 　borate　buffered　saline

『
上 轄 鑼蘿講騰紹 蛋 。 黝 前） ｝

　　　 の 混合 液 を 流 し た ．

下 図　同じカ ラ ム に 健 康 人 血 清 1．5ml を 流 し た．

剛
DO

α

0284

3．Oし

2．OL

Lo一

Gel　 Filtrqtion　 of　Hou5e　Dust　Extrqct

二 讎轡

鰐
　　　　　　　　、　 1鵜

2ρ

　　　 ．　 ｝
　　

！
　 i

　　，　 i・
　 rコt　　　　　　　　　

ユ
／ 　　　　　）

’
1

 

脚

 

3
　

2
　

1

OHO
−P

　室内塵 エ キ ス 溶液 （HD −S）で 免疫 した ウ サ ギ 血清は ，

い ずれ も HD −S に 対し沈降線を形成 した ．

　抗 HD −S
，
　No ，2 ，

　 No ．3は 3 本 の 沈降線 ，　 No ・i は

4 本 の 沈降線 を形 成 し た （写真 1 ）．対 照 に 用 い た 正 常 ウ

サ ギ 血清 は HD −S に対 し何 ら の 沈降線 も形成 しな か つ た

（写真 2 ＞．

　 4 本 の 沈降線を形成 した No．1 の 血清を中心 の 孔 に 入

れ ， 周 囲 に HD −P，　HD −S を お くと，
　 HD −P に対 して 2

本の 沈降線を形 成 し ， そ の 沈降線 は ，
HD −S に 対す る 4

本の 沈降線 の うち の 2 本と完全 に 癒合 した （写真 3）．

　2＞ Boyden 法 お よび Middlebrook −Dubos 法 に よる

感作血 球凝集反 応 は

　 い ずれ も陰性 で あ つ た ．

　3） HD −S お よ び HD ＊
の Sephadex 　G 　 200　gel　filt−

ration

i．o ・

　 　 　 　 　 −．−，．t
重ube 　numberlO 　　2Q　　30　　4Q　　　50　　60　　70

　図 1 の 実線 に 示す如 く，HD −S は ， ほ ぼ単一 ピ ーク を

示 した ．HD −S が流出後，健康人血清を流 して み た ．固

く詰め た Sephadex 　G 　 200の column で は，流出位置

に か な りの 再現性が み られ るの で ，
HD −S の 中に含まれ

る蛋白成分の 分子量 と，　 ヒ トの 血清成分 の そ れ と を 比

較 してみ る と ， 下図 に 示 す如く，
ユ9Smacroglobulin ， 7

Sgamma 　globulin お よ び albumin よ り もさ らに 小さ

い 事が 推測された ．

　 HD −S に 加えた HD ＊
の radieactivity の peak は 同

図 の 点線に 示 す如 く HD −S の 280m μ に お け る optical

densi亡y の peak よ り もや や 速 く 出現 した ．

　さ らに ，HD ・S　 lml と It3t標識卵白 ア ル ブ ミ ン lml

（蛋 白量 10 γ ） とを 混 合 し て gel　filtrationを 行なつ た．

結果 を 図 2 に示 す．HD −S 中 の 主 要成分は
， 卵白 ア ル ブ

ミ ン （分子tt45，000）よ りお そ く流出 して きた ．従つ て

卵白 ア ル ブ ミ ン よ りも分子量 は 小 さ い も の と思 わ れ る 。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　x

　4）　Radiolmmunoelectrophoresis 　
．

　pH 　8．6， μ
＝＝0．025の verQnal 　bufferに 2 ％の 割 で

溶 か した寒天 2 皿 1 を ス ラ イ ドグ ラ ス に 流 して 固 まつ た

後 ， や や 陽極 よ りに 作つ た孔 に ， 抗 HD ・S ウ サ ギ 血 清を

入 れ，ス ラ イ ドグ ラ ス 1枚に つ き，5mA の 電流を 1 時

間 通 じた ．そ の あ とで 電流 の 方向に 溝を作 り， こ の 溝の

N 工工
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標識室内塵に よ る抗 塗 内塵 抗 体 の 検 素

図 2．Sephadex 　 G 　200　filtratlon．
，

3 × 38  ，　 pH

　　 8．9
，
0・15M 　bOrat∈ buffered　 saline

　　　評驫鐙 惣 し1。 1 （蛋 。 量1。。，）｝
　　　の 混合 液 を 疏 し た ，

室 内塵 の 主 要 成 分 は 卵 白 ア ル プ ミ ソ よ P 分子 量 が 小

さ い 事 が わ か る ，

　。Di2
θQ『

粘
　 3α

一

2

ー

一
室 内 歴

一一一　@写畔 皀 ア h アミ　 ン〔◎oun1

ヘ
ハ
〔

l
〔

　kCO

I
蠶 【

XX ） ω be鳳」mヒer　20　　　30　　　40　　　6Q　　　7Q

　　 BO 中に， 抗ウ サギ 血清 ウ
マ
血清とHD ＊（蛋白 量4

ﾁ ！ml ＞ を 容 量で 4 ： 1 の割 ｝ こまぜたも の をO ． 15m

   黶C14 〜15 時 間湿箱中 に置 いて ，室温で 反 応

せた．その後， pH 　7．2の
PBS （O．15M ，pH 　7．2のphosphat

@buffer ： O．15MNnCl　 solution ， 1 ：14 ＞

中にスライドグラ ス を 浸 し ， 48 時 間の 間 にPBS を

圃取り変 え，最後に蒸 溜水中 に 3 時 門浸 し 乾 燥 後 ，

用 X線フイルムに 載

， 3日後 に現縁 し た ． 　写真’1 は・［ mmunodectrOPhore

O5 と
，

そ
のradioa − utegt ’ aphy の 写真 を並

したもの で ある． 泳動 し た 血 清 　 　 　写 真 4．上 immun

lectrophoresis 　　
　

　 　 　下そ

RadloautographyC 対照

清 　 H 抗 室 内 壅 ウ サ ギ 血 渚 No ， 1 溝の中 に
抗

ウ

ギ 罵 血 溺 と 1 川 漂 識 室 内塵（ HD ＊
） を ま

ぜ
て 入

た H の み IgG に 一 一 致 し てHD ＊ の 結 合 が み

れる ． ア ルブ ミン

α グ ロ ブ 丿ンに
非
特異 結合 がみら

る， は，抗HD −S， 　 No ，1 で
あ る ． 　抗HD − S血清

IgG の
沈
降 線に一 致 し て radioacti − vlt ＞ ’が検出さ

た が，対照甑清のIgGにはradioac

− vity 　　i ま 認め 　 ら オτな カ、 つた ． 　し
か

， 抗HD − S 血清および対 照血清 の 両者 のa！bu ・ min 及 び α一 琶 Eo

lin にradioaClivity が み ら れ た ．こ

黷ﾍ 非 特 異的な 反応と
思
われる． こ こで用 い た抗 ウサギ 血 清

マ 血 清 はIgA，　IgM の 沈 降 線が明 瞭1 こ は出 なかつ た

で Ig ．A ， 　lgM に 抗HD

S 航体の 活 性があ る か ど
う

かは明ら か に出来な かつノこ

　IgG の部 分で は HD ＊の結合が，抗HD ・S 血清と対照
写
真5

　 1 ，

Fimmunoerectrophor
is ，1 ’2 ’；そ の 　 　 　 radioa
yography 　　 　N

D1 ：抗室内 塵 ウ サ ギ 血清N
D1 　 　 　 No

． 2 ： 同　No ， 2 　　 　

C 正 常ウ
サ ギ

組 L 涛 　 　 　 溝 の 中 に 、 抗 ウサ

Fab モルモット血 清と 　 　 　 Ini 標 識 室 内 塵

をまぜて 入 れ
て
あ る ． 　　Ne ． 1 ， No ． 2 と

に沈降線 に 一 致 し て室 内 　 　　 廛 の 結

合
が

ら

れ
る
対 照 には

降繚は み
ら 　　　れるが室内 塞 の結合は られ

な

い ．

S ． ◎量 H 馨 き ≒ 華 一．　 ． 一 … ．tkPtiPt ＝
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1

ヤ

写 真 6　1
，
2 ：electrophoresis 　1，， 2

’
： そ の radioa

　　　 utography

　　　 No．1 ： 抗室 内塵 ウ サ ギ 血 清 No ．1
　　　 No ．2 ：　　　 同　　　　　　 No ．2

　 　 　 　 C 　 正 常 ウ サ ギ 血 清

　　　　溝 の 中に Iiet標 識 室 内 塵 が 入 つ て い る．

　　　 No ．2 の 細 い 沈降線 に 一
致 して 室内塵の 結

　　　　合 が 認 め られ る。No ．1 に は 沈降 線 が 認 め

　　　　ら れ な い が radioautography で 室内塵
一

　　　　抗 室内塵抗 体 の 結合 物 の 存在を 検出 して い

　 　 　 　 る．

表 1　Farr 法 に ょ る 「llSl標識室 内 塵 と 抗室内

　　　塵抗体 と の 結 合」 の 検 討

i・・ un ・ノm ・・」
生 理 食 塩 水 　　　1
　 　 　 　 　 　 　 2

対 照 血 清　　　　1
　 　 　 　 　 　 　 2

抗 室 内塵血 清No ．1
　 　 　 　 　 No ，2

　　注 1）

5377542663056185111289917
認 ， 剛 m 、。曙券比

70458455374216

　　　count 　γ
一gl　count 　よ り生食 1，

　　　の 平均 値 を差 引い た もの

注 2）百 分 比　　　　 count γ
・gl！皿 in

　 0．018
　 0．015

　 0．148
　 0．113

2 の

血 清 との 間で著明 な 差を 示 す の で ， そ の 差異を 明瞭に 示

す た め と， さ らに IgG の みならず他 の immun 。globulin

の 抗体活性 を も明 らか に す る た め に ， 溝 の 中に 入 れ た

抗 ウ サ ギ 血清ウ マ 血清の 代りに
， 抗 ウ サ ギ Fab の モ ル モ

ッ ト血清を使つ て radioimmunoelectrophoresis を 同様に

行 つ た ，写真 5 に ，そ の 結果を示 し た ．抗 HD −S
， 対照

血清共 に ， 抗 Fab に 対 し沈降線を 生 じて い る けれども，

HD ＊
を結合 して い る の は 抗 HD −S だ け で あ る．

　溝の 中へ
， 何らの 抗血 清 も入 れ ず に HD ＊の み を 入 れ

て 反応 さ せ た もの が 写真 6 で あ る ．HD ＊ と 抗 HD 一β，

NOt　 2 は 細い 沈降線を生 じて い る が，こ れ に
一

致 して 強

HD ＊ 0．1の ml 　count （37340！皿 三n ）

い radioactivity が 観察 さ れ た ．抗 HD −S
，
　 No ・

’
1 は H

D ＊
に対し沈降線を認め 得なか つ た けれ ども，X 線 フ イ

ル ム に は radioactivity の arc が検出 され ，　 invis苴ble

precipitin　band が生 じて い る事が わか る．

　5） Farr 法 に よ る HD 粘 抗 HD −S反応 の 検出

　　　抗 HD −S　No ．1 ，
No ．2 血 清 O．1ml ．　 HD ＊ 0．1

　　　ml （蛋白量約 4 γ）

を 混 合 して f37 ℃ の 恒温槽に 30分間 incubate した 後，

飽和硫安 e．1ml を 加えて20分間室温放置し ，遠沈 し て 上

清を捨 て ，沈降物を硫安ソ3飽和 の 生理 食塩水 で 2 回洗滌

後 ， 沈降物の 放射能を Weli　 typb 　 scincillation 　 coullter

で 測定した ．

　表 1 に 示す如 く，抗 HD −S ウ サ ギ血 清 の 代 りに ，正 常

ウサ ギ血清及び 生理 食塩水を入 れた もの は ，抗 HD −S血

清 の 場合 に 比 し，は る か に 弱 い radioactivity を 示 した

に す ぎなか つ た ．

　　　　　　　　 IV・ 考　　案

　
’s’1 標識室内匿 を使つ た 研究 と して は Reed6 ） と

， そ

の 共同研究者
S））

の もの が あ る．彼等 の 成績と我 々 の 成績

とを 比較検討す る 場合，まず念頭 に お か なくて は ならな

い 事は ， 用 い た室内塵が全 く異 な る事 ， 抗体 として 用い

た 1位清は ，Reed らは ヒ トの 血清で ある し ， 奴 々 は ウサ

ギ の 血 湾を用 い た 事 で あ る．従 つ て ，以上 の 点 を 考慮 し

な が ら考察 した い ．

　 こ れ ま で 述 べ た 如 く ，

1311
標識 室 内 塵 （HD

＊

と略）

に ょ る radioimmunoelectrophoresis は ， 抗室内塵 ウサ ギ

血清を用 い た 場合可 能で あ る，またHD ＊
と抗室内塵血

清と の 直接反応 も寒天 ゲ ル 内で 起 り得る事 を 認 め た ．

Reed は ，患 者血 清と
1311

標識室内塵 との 間 の 反応 を 寒天

ゲル 内で 検出 し よ うとし た が うま く行か なか つ た と述べ

て い る．彼は そ の 原 因 と して ，ヒ ト血 清 中 の 蛋白分 解酵

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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標識室内 籬 に よ る抗 室 内 塵抗 体 の 検 索

素に よ り， 室内塵或い は室内塵と抗室内塵抗体の com ・

pl 巳 x が
， 分解さ れて い くた め で は な い か と考 え た．我 々 の

結果か らみ る と， 全く沈降線 が 認 め られ ない 場合 で も，

radioautography で HD ＊ 一
抗 HD −S 抗体の 結合物の 存

在を確認す る 事が 出来た ．従っ て ウサ ギの 場合 ，
Reed

が観察した よ うな分解現象は起つ て い な い と 考 え られ

る．こ れ は Reed が用 い た 室内塵 と，我 々 の 用い た室内

塵とが異な るた め か も知れな い ．ま た ヒ トの 血清 とウ サ

ギ の 血 清 との 違 い IU よ るた め か も知 れ ない ．

　我 々 が免疫に 用い た室内塵 は ，寒天 ゲ ル 内沈降反応 に

お い て ，す くな くとも4 つ の 抗原を含有 して い る 事が わ

か つ た ，室内塵は 採取場所 に よ り ， そ の組賎を異 に す る

る と考えられ，種 々 雑多なもの を含ん で い る と考 え られ

る ．そ の 中 で どれ が 人fatcア レ ル ゲ ン 性を発揮 す る の

か i まだ充分明らか に され て い な い ．

　V ・・ rh ・・st
’i｝ m ，ダ ニ の 体成分力：室内壅の ア レ 、レ〃

性 と密接な関速がある と報告し J 宮本ら
13 ｝

も皮慮反応 の

成績 よ り， 本邦の 室内塵 とダ ニ 体成 分 との 関連 を 明 らか

に した ．また，真菌の 菌体成分 も室内塵 ｝こ含 まれ て い る

事は 明 らか で，抗 Aspergil］us 抗体 と室内塵 が 反 応す る

事 を 川 上 ら鴇 が報告 して お り， 我 々 も
‘5，
第 17回日本 ア レ

ル ギ
ー
学会 で発表した ．

　従つ て 、 次 の 課題 と して
，

ダ ニ の 体成分や 真菌の 菌体

成分に
1sTI

を 標識して radioimrnunoelectrephoresis を

や るべ き と考 え て 目下検討中で あ る ．

　
「lll

を標識 した室内塵が 思者の reagin と反応す るか 否

か に つ い て は ， まだ臨床例を検討 して い な い の で 不 明 で

あ る ．し か し，減感作に は ， 我 々 の 用 い た室内塵 と大体

同 じ組成 の もの を使 つ て い るの で ，ウ サ ギ に 生 じた と同

様 の 抗体が 生 じて 来 る 可 能性があ る ，従 つ て i131が室内

塵 の どの 成分に 結合す る か は と もか く減感f筆に よ つ て 生

じて来 る抗体は 、 こ の radioimmLinoelec （rQphoresis で

検出で きるか も知れ な い ．

　 radioimmun 。 electrophoresis で
：3 ’1標識室内塵 が ア ル

ブ ミ ン や，α
一グ P ブ 丿 ン に 非特異的 に 結台 し て い る の が

みられ た ．室内塵が ウサ ギ の ア ル ブ ミ ソ や，α
一グ 卩 ブ リ

ン に 結 合 す る性質を もつ て い る の か ，あ る い は 単 に 沈降

線 に ま き込まれ た に すぎな い の か は 不 明 で あ る．Reed

は Farr の 万 法を便 つ て ， 健康人 に も抗室内塰抗体が あ

る と報告 して い る，室内塑 は 種 k の 成分 を 含ん で い るか

ら， 健康人 に も抗体が存在 して も不患議 では ない ．しか

し室内塵 成 分が， ア ル ブ ミ ン や α ・グ ロ ブ リ ソ に 給 合 し

やすい 性質が も しある とすれ は ，彼 の 用 い た 硫安50％飽

和法で ， そ の結合物の い くらか は沈降物に』含 まれ て くる

の で は なか ろ うか 、

　
” II

標識室内塵と
：S±1 を標識 して い な い 元 の 室内塵 と

を 混 合 して Sephadex　G　200の 中を 流 下 せ しめ る と，

radiQactivity の peak は 蛋白の peak よ り前 の 部分 に

あ つ た．そ の 原 因 は 種 々 あ る と考 え られ る．ntl
が 結合

す る成分は 室内塵の 中で 分子量 の 大 き い 部 分で あ るの

か ♪

1
町 結合 の 操作の 過程で 室内塵がaggregation を 起し

た の か ，
L
壇 が結合 した た め に 分子量が 大 きくなつ た の

か ，今の 所，は つ き りした事は 言 え な い ．

　最後に ，
HD −P と HD ・S との 関係 で あ るが ，　 HD ・P に

は，HD −S に 含まれるて い る抗原が ，

一部含まれて い た

．そ れ に もか か わ らず，HD −P を注射し た ウ サ ギ に は ，

HD −P に 対する沈降抗体を作 り得なか つ た ．そ の 理由は

お そ ら く， 免疫注射の 時の 抗原 の 蛋白量 の 違い に よ る も

の と思われ る．

　　　　　　　　 V ・ 結　　論

　 1） 本邦市販 の室内塵の濃厚 エ キ ス を ウサ ギ に 注射し

て抗室内塵血清を作る事がで きた ，こ の 室内塵エ キ ス に

は ，す くな くと も 4種 の 抗原が含まれて お り ，
こ の うち

の 2 種の 抗原 は ，別 の lotの 室内塵 ｝こ含 まれ る抗原 と共

通 で あ る事を，寒天 ゲ ル 内沈降反応 で 明 らか に した ．

　2） 室内塵の主要成分は ，ヒ ト血清ア ル ブ ミ ン や ，卵

白 ア ル ブ ミ ン よ り分子量 が 小 さ い 事をセ フ ァ デ ッ ク ス 濾

過法で 明らか に した ．

　3）　ISII
標識室内塵を，標識 して い な い 室内塵 に 混合

して セ フ ァ デ ッ ク ス の 中 で 瀝過 せ しめ る と、放射能 の ピ

ーク は ， 蛋白濃度 の ピーク よ り もや や前 に あつ た ．

　4）　
ilLl

標識室内塵 を用 い て ，抗室 内塵 ウ サ ギ 血清の

radlolmrnunoelectrophoresisZ ｝r行 な つ た とこ ろ ，　 IgG ｝こ

室内塵 の 特異的結 合 を 認め た．しか し ア ル ブ ミ ソ
，

α ・グ

ロ ブ リソ Fこ非特異的結合が み られ た が，抗 Fab 抗体を

抗 ウサ ギ血清の 代 りに 痩 う事 に よ り，特異反応 の み を 示

す こ とが で きた ．

　 5）　
1： II

標識室内塵 と抗室内壅抗体 との 間 に 寒天 ゲ ル

内注降反 応 ど 1 何 ら の 沈降線 を認 め 得 な く も，
radioaut −

ography で ，そ の 特異的な抗原抗体結台特 を 検出す る事

が 出 来た ．

　本研 究 の 一郡 は ，昭 和 42年 度 文 部 省科 学 研 究 費 の 各個

礒 究 補 助金に よ る もの で あ る，

　本研 究の
一部 は，第17回 日本 ア レ ル ギ

ー学 会で 発 表 し

た．

　本稿 を 終え る に あ た り，lsetopeの 取 り扱 い に 関 し御指

N 工工
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導 い た だ き ま し た 東大医科学 研究所，中村弘先生 ， 抗 ウ

サ ギ 馬 血 清 を 下 さ い ま し た 同 研 究所試 験 災 造 室 の 諸先．

生，ま た，有益 な 助言 を い た だ ぎ ま し た東京大学物潔 内
．

科 ，宮 本 昭 正 先 生 に 厚 く感 謝 い た し ま す．

　更 に 室 内 塵 エ キ ス を 提供 して 下 さ っ た 鳥居薬 品学 術 課

の 諸氏 に ．感謝 し ま す．
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         Detection of  Anti Heuse  Dust  Antibody  by  Use  of  
iSil

 labeled  House  Dust.

                                -Experirnenta1  Studies,

      The  Department of  AllergelQgy, the  In3't{tute of  Medical  Science, the University of  Tokyo.

                          Koji Ite, Yoshie  Aeki  aild  Tiuzi Sindo

                Department of  Dermatology, Keio University Schoo! of  Mediclne.

                                    Aldlce Ohshiro

    1) Anti  hoLise dust sera  were  prepared  by  i:ljecting the  cencentrated  extract  ofhouse  dust into three

rabblts.  T"'o sera  out  of  three formed  three  pvecipitin bands against  the  same  extract  in double diffusion

test･ Another  serum  formed four bands against  the  extract,  but preduced  only  two  bands against  another

lot ofhouse  dust. These two  bands fused with  two  offour  bands formed by the  house dust used  for immunl-
  .zatlon,

    2> The  main  compenent  ef  the house dust extract  migrated  more  slowly  than  human  serum  alburnin

or  egg  albumin  through  Sephadex  G  2oo column.  .

    S) When  the  mixture  ofhouse  dust extract  and  
i3il

 }abeled house dust was  filtrated threugh  Sephdex

G  200 column,  the  peak  of  redioactivity  appeared  before the  peak ofoptical  density at  280 rnli.

    4> By radioimmLmoelectrophoresis,  it was  shown  that  
i3tl

 labeled house  dust reacted  with  IgG  of

rabbit･  Hosvever, there were  nonspecfic  reaction  ef  ieil  ]abeled house dust with  albumin  and  ct-globulln

o £ both immunized  and  noTmal  rabbit  sera.

    The  use  of  antl  rabbit  Fab  instead of  anti  rabbit  serurr}  succeeded  in clearly  demonstrating enly  specfic

reaction  of  i3il  ]abeled house dust ;vith  immunoglobulins.

    5> Invisible complex  ef  tSil labeled house dust and  anti  house dust antibody  was  also  detected by

radioautograph-

             Clinical Significance of  Basophil  Leucocyte  in Brollchial  Asthma

        lkuro Kimura,  Yoshiaki  Moritani, Yoshitorne  Nishizaki &  Yoshiro  Tanizaki

              Department  ef  Internal Medicine,  Okayama  University Medical School

                                (Directori Pron  K. Hiraki)

    Changes of  basophiHeucocyte counts  of  the  peripheral bloed in bronchial asthrna  were  lnvestigated

mainly  by our  improved  method  of  Kovaes. The  resu}ts  are  as  foI]ows.

    1) The  basophils in bronchiaY asthma  vgeneral!y show  a  higher  count  than  in healthy  coRtrols.

    2) During the interval ofrepeated  asthmatic  attacks  thc  basophil count  is higher than  in the asymp-

tomatic  period,

    3) Particularly in an  episode  of  asthmatic  attack,  the  basopils increase imrnediately before the attack

and  decrease to the norrnal  level or  lower after  the attack  has begun,
                                                                                     '
    4) During asthmatic  attacks  it mav  be possible to expect  a  next  attack,  if the  basephil count  

agam

tencls to increase from the  previous low count.

    5) Thls counting  method  of  basophils is easy  enough  for the routine  examinatlon  like caTuculation

of  peripheral }eucocytes.

    6) Observation ef  the  changes  of  peripheral basophils appers  to be a  usefu1  ]aboratory aid  for the


